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用語説明

一般会計 75億6,700万　  円
特別会計 65億8,533万4千円

合　　計 141億5,233万4千円

特集

平
成
21
年
度　
　

ま
ち
の
予
算

　

平
成
21
年
度
当
初
予
算
が
３
月
の
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
予
算
額
は
、１
４
１
億
５
，２
３
３
万
４
千
円
。内
訳
は
一
般
会
計
が

75
億
６
，７
０
０
万
円
、特
別
会
計
が
65
億
８
，５
３
３
万
４
千
円
で
す
。

　

暘
谷
城
趾
周
辺
整
備
と
し
て
、歴
史
的
建
造
物
で
あ
る「
隅
櫓
」（
す
み
や

ぐ
ら
）の
移
築
や
町
の
観
光
の
拠
点
と
な
る「
暘
谷
城
二
の
丸
館（
仮
称
）」

の
建
設
、藤
ケ
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
の
負
担
金
、豊
岡
小
学
校
校
舎

改
築
の
た
め
の
設
計
費
用
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
は
、平
成
17
年
度
か
ら
日
出
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、基
金
の
積
み
増
し
等
一
定
の
成

果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で

「
自
立
し
た
財
政
・
活
力
あ
る
自
治
行
政
・
発
展
す
る
町
政
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
町
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
の
中
か
ら
真
に
必

要
な
事
業
に
取
り
組
み
、最
大
の
行
政
効
果
が
得
ら
れ
る
予
算
と
な
る
よ

う
編
成
し
ま
し
た
。

●地方交付税
　 市町村間の財正格差を
なくすために国から交
付される。
●町債
　町の借金。
●扶助費
　 社会保障制度の一環。
人々が最低限の生活維
持を図る目的で支出さ
れる。
●公債費
　 借金の元利償還金及び
一時借入金利子。
●投資的経費
　 道路や公園、施設など
の建設費。
●繰出金
　 一般会計から特別会計
への予算のやりとり。



公債費 12.4％ 
9億3,582万1千円 

 

一般会計
町税 
28億 
4,476万６千円 
    37.6％ 

地方交付税 
18億4,000万円 
    24.3％ 

人件費 25.6％ 
19億 
4,106万3千円 

扶助費 
17.6％ 

13億2,986万 
2千円 

投資的経費 8.0％ 
5億9,885万5千円 

繰出金 10.1％ 7億6,567万3千円 

補助費等 16.3％ 12億3,650万7千円 

物件費等 9.3％ 7億251万8千円 

その他 0.7％ 5,670万1千円 

歳 入

歳 出 

財産収入、使用料金、 
手数料など 7.6％ 
5億7,841万8千円 

町債 8.3％ 6億2,590万円 

その他 6.4％ 4億8,250万2千円 

国・県支出金 15.8％ 11億9,541万4千円 

自主財源 

依存財源 

義務的経費 

投資的経費 

その他の経費 

　

歳
入
の
う
ち
、町
税
な
ど
の
町
が
自

主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
で
あ
る
自

主
財
源
の
比
率
は
45
・
２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
柱
と
な
る
町
税
に
つ

い
て
は
、28
億
４
，４
７
６
万
６
千
円

と
前
年
度
比
１
億
９
，０
７
１
万
３
千

円
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、世
界
的
規
模
の
景
気
後
退

の
影
響
を
受
け
、法
人
町
民
税
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
や
評
価
替
え
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
減
少
な
ど
を
見

込
ん
だ
も
の
で
す
。

　

一
方
、収
入
の
源
泉
を
国
や
県
に
頼

る
依
存
財
源
の
主
な
も
の
で
あ
る
地

方
交
付
税
で
は
、18
億
４
千
万
円
と
前

年
度
比
５
，０
０
０
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
に
つ
い
て

は
、６
億
２
，５
９
０
万
円
と
前
年
度

比
５
，３
３
０
万
円
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
、財
源
の
補
て
ん
と
し
て
財

政
調
整
基
金
か
ら
１
億
１
，１
８
８
万

４
千
円
、減
債
基
金
か
ら
１
億
円
、ま

ち
づ
く
り
基
金
か
ら
２
０
０
万
円
、教

育
振
興
基
金
か
ら
４
２
０
万
円
を
繰

入
金
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳
入

　

歳
出
に
つ
い
て
、人
件
費
な
ど
の
義

務
的
経
費
は
42
億
６
７
４
万
６
千
円

と
前
年
度
対
比
１
億
７
，５
４
１
万
２

千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
、５
億
９
，８
８
５

万
５
千
円
で
前
年
度
比
１
億
２
，０
３

８
万
３
千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
は
、
27
億
６
，１

３
９
万
９
千
円
で
前
年
度
対
比
１
億

２
，１
９
７
万
１
千
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　

 

「
豊
岡
小
学
校
校
舎
改
築
の
た
め

の
設
計
委
託
」や
町
の
顔
と
な
る
シ
ン

ボ
ル
空
間
の
形
成
を
目
指
し
て
、「
隅

櫓
の
移
築
」や「
暘
谷
城
二
の
丸
館
の

建
設
」な
ど
を
行
い
ま
す
。ま
た
、道
路

整
備
で
は
、笹
尾
松
ケ
鼻
線
・
南
北
線
・

内
野
深
江
港
線
を
重
点
路
線
と
し
て

引
き
続
き
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

歳
出



まちの予算特集

一般会計当初予算
75億6,700万円の主な使いみち

１．「人」が輝く

●地域福祉の充実

保健福祉センター管理費 ・・・・・ 20,253千円
日出町社会福祉協議会補助金 ・・・・6,752千円
民生委員協議会交付金 ・・・・・・・4,983千円

●高齢者福祉の充実

後期高齢者医療給付費・事務費 ・ 330,542千円
介護保険特別会計
（保険事業勘定）繰出金 ・・・・ 269,460千円
介護保険特別会計
（サービス勘定）繰出金 ・・・・・・3,263千円
老人保護措置費 ・・・・・・・・・ 34,056千円
敬老会事業補助金 ・・・・・・・・ 10,000千円
老人クラブ育成補助金 ・・・・・・・3,000千円
敬老祝品 ・・・・・・・・・・・・・2,700千円
在宅高齢者住宅改造助成事業 ・・・・1,500千円
緊急通報装置設置事業 ・・・・・・・1,251千円
９０歳以上者記念品 ・・・・・・・・・900千円
老人クラブ連合会運営費補助金 ・・・・142千円

●障がい者福祉の充実

障害者自立支援給付事業 ・・・・ 249,199千円
重度心身障害者医療費給付事業 ・・ 57,724千円
地域生活支援事業 ・・・・・・・・ 24,368千円
更生医療給付事業 ・・・・・・・・ 18,500千円
特別障害者手当等助成事業 ・・・・ 12,083千円
補装具費支給事業 ・・・・・・・・・8,100千円
心身障害者福祉年金給付事業 ・・・・4,590千円
日出町障がい者就労継続サポート事業 1,482千円
在宅重度身体障害者住宅改造助成事業 ・800千円
地域自立支援協議会運営事業 ・・・・・114千円
難病患者等日常生活用具給付事業 ・・・113千円

●保健・医療体制の充実

予防事業 ・・・・・・・・・・・・ 25,033千円
健康増進事業 ・・・・・・・・・・ 15,382千円
高齢者インフルエンザ予防接種委託料 ・8,944千円
救急医療施設運営協議会負担金 ・・・1,600千円

●国民健康保険・国民年金の推進

国民健康保険特別会計繰出金 ・・ 145,459千円
国民年金事務費 ・・・・・・・・・ 21,171千円

介護予防普及啓発事業

健診を受けてしっかり健康管理しよう



２．「人」を育てる

●子育て支援

児童運営費事務事業 ・・・・・・ 612,426千円
児童手当扶助事業 ・・・・・・・ 231,200千円
乳幼児医療費助成事業 ・・・・・・ 67,737千円
放課後児童健全育成事業 ・・・・・ 36,646千円
母子保健推進事業 ・・・・・・・・ 29,975千円
次世代育成支援対策推進事業 ・・・ 24,920千円
ひとり親家庭医療費助成事業 ・・・ 10,233千円
日出町新生児誕生祝金 ・・・・・・・4,500千円
保育対策等促進事業 ・・・・・・・・3,234千円
地域行動計画策定事業 ・・・・・・・2,600千円
母子世帯小口資金貸付事業 ・・・・・1,000千円
こんにちは赤ちゃん事業 ・・・・・・・851千円
ブックスタート事業 ・・・・・・・・・592千円

●幼稚園教育の充実

幼稚園費 ・・・・・・・・・・・ 108,323千円
私立幼稚園就園奨励費補助金 ・・・・7,911千円

●義務教育の充実

豊岡小改築工事実施設計書作成委託料 ・ 20,000千円
小学校外国語活動推進事業 ・・・・・4,600千円
小学校管理費 ・・・・・・・・・・ 59,095千円
小学校教育振興費 ・・・・・・・・・3,877千円
小学校教育用パソコン導入事業 ・・・1,550千円
小学校要保護及び準要保護児童援助費 ・2,731千円
中学校管理費 ・・・・・・・・・・ 32,454千円
中学校教育振興費 ・・・・・・・・・4,302千円
中学校教育用パソコン導入事業 ・・・3,513千円
中学校要保護及び準要保護生徒援助費 ・4,441千円
語学指導等を行う外国青年招致事業 ・5,150千円
児童生徒健康管理委託料 ・・・・・・1,835千円
スクールバス運転委託料 ・・・・・・1,271千円

給食センター費 ・・・・・・・・ 102,810千円
給食センター費要保護及び準要保護児童生徒援助費
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・7,025千円

●生涯学習の充実

図書館費 ・・・・・・・・・・・・ 21,271千円

●町民の文化の振興

歴史的観光資源保存活用事業委託料 ・2,330千円
文化財保護費 ・・・・・・・・・・・5,087千円

●スポーツの振興

体育施設管理費 ・・・・・・・・・ 12,594千円
町体育協会補助金 ・・・・・・・・・5,447千円
各種競技九州･全国大会出場費補助事業 ・・800千円
体育振興費補助金 ・・・・・・・・・・660千円
体育文化振興費補助金 ・・・・・・・・400千円

３．「人」を守る

●防災体制の確立

区長一斉メール通信費補助金 ・・・・・158千円
災害時要援護者管理システム保守委託料 ・100千円

●消防・救急体制の充実

非常備消防費 ・・・・・・・・・・ 42,918千円
消防施設費 ・・・・・・・・・・・・4,981千円

●防犯体制の充実

日出・山香防犯協会負担金 ・・・・・1,948千円
町防犯協会負担金 ・・・・・・・・・・200千円
通学時安全安心メール配信事業 ・・・・700千円

建て替えのための設計委託をする豊岡小学校

町指定文化財の的山荘で行われた雛祭り



7,567,000,000えん7,567,000,000えん
●交通安全の推進

交通安全施設整備事業 ・・・・・・・5,000千円
交通安全対策事業 ・・・・・・・・・2,903千円

４．「自然」と生きる

●自然環境の保全

ごみ収集運搬業務手数料 ・・・・・ 75,000千円
町指定ごみ袋購入事業 ・・・・・・ 12,065千円
リサイクル処理手数料 ・・・・・・・4,826千円
粗大ごみ収集運搬手数料 ・・・・・・4,127千円
集団回収資源ごみ収集運搬手数料 ・・1,270千円
ごみ分別収集各種団体報償費 ・・・・・600千円
河川・海水等水質調査委託料 ・・・・・750千円

●良好な生活環境の保全

合併処理浄化槽設置整備事業 ・・・・7,042千円
公衆トイレ清掃委託料 ・・・・・・・2,541千円
不法投棄回収運搬手数料 ・・・・・・・404千円
ごみ処理ステーション設置費補助金 ・・360千円
臭気測定委託料 ・・・・・・・・・・・330千円

●上水道の整備

簡易水道特別会計繰出金 ・・・・・・4,253千円

●下水道の整備

公共下水道特別会計繰出金 ・・・ 193,267千円
農業集落排水事業特別会計繰出金 ・ 25,563千円
漁業集落排水事業特別会計繰出金 ・ 22,043千円

●公園・緑地の整備

公園管理費 ・・・・・・・・・・・ 43,226千円
豊岡公園建設事業 ・・・・・・・・・5,903千円
糸ヶ浜海水浴場運営管理費 ・・・・・・661千円

５．「ふれあい」を広げる

●町民と協働のまちづくり

地域通貨事業 ・・・・・・・・・・・2,150千円
自治公民館活動補助金 ・・・・・・・1,520千円
地区公民館団体活動補助金 ・・・・・1,500千円
協働のまちづくり事業 ・・・・・・・1,331千円
地域振興活動費 ・・・・・・・・・・・380千円

●国際交流の推進

国際交流事業 ・・・・・・・・・・・・350千円

●広報・広聴体制の充実

広報ひじ ・・・・・・・・・・・・・3,000千円
議会だより ・・・・・・・・・・・・1,976千円
くらしのカレンダー ・・・・・・・・1,260千円

●情報化の推進

電子計算費 ・・・・・・・・・・・ 29,020千円
情報化推進費 ・・・・・・・・・・・8,150千円
戸籍電算化事業 ・・・・・・・・・・7,409千円
住民基本台帳ネットワーク整備事業 ・・2,405千円

料理を通じて国際交流

まちの予算特集
当初予算の主な使いみち



6.「活力」を育てる

●農林業の振興

土地改良施設維持管理適正化事業 ・・7,717千円
集落営農組織育成強化緊急対策事業 ・1,660千円
酪農経営安定緊急対策事業 ・・・・・1,200千円
飼料米推進交付金事業 ・・・・・・・・800千円
ブランドを育む園芸産地整備事業 ・・6,200千円
中山間地域等直接支払事業 ・・・・・3,990千円
土地改良施設管理適正化事業負担金 ・3,348千円
杵築速見地区中山間地域２期総合整備事業
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・2,958千円
農業土木町補助金 ・・・・・・・・・1,800千円
森林病害虫防除事業 ・・・・・・・・1,699千円
農業振興奨励補助金 ・・・・・・・・1,503千円
別杵速見森林組合負担金 ・・・・・・・644千円
有害鳥獣被害防止対策事業 ・・・・・・506千円

●水産業の振興

大分県漁協組織強化支援事業負担金 ・3,162千円
漁協水産振興補助金 ・・・・・・・・1,360千円
広域型増殖場中間育成事業 ・・・・・1,695千円
漁業近代化資金利子補給補助金 ・・・1,210千円
漁港管理費 ・・・・・・・・・・・・・982千円
小深江漁港２号泊地施設管理事業 ・・・599千円

●商工業の振興

商工業者実態調査事業委託料 ・・・・2,363千円
日出町商工会補助金 ・・・・・・・・5,000千円

●観光産業の振興

　

的山荘維持管理委託料 ・・・・・・・2,000千円
城下かれい祭り費 ・・・・・・・・・7,000千円
産業文化まつり費 ・・・・・・・・・5,018千円
日出町観光協会補助金 ・・・・・・・4,168千円
ザビエルの道整備事業 ・・・・・・・・550千円

７．「活力」を支える

●市街地整備

まちづくり交付金事業 ・・・・・ 167,127千円
土地区画整理事業特別会計繰出金 ・ 37,261千円

●道路の整備

道路改良事業 ・・・・・・・・・ 240,094千円
道路維持・補修事業 ・・・・・・・ 38,154千円
道路台帳作成費 ・・・・・・・・・・3,000千円

●公共交通機関の整備

コミュニティバス運行事業 ・・・・・3,464千円

●住宅の整備

町営住宅工事請負費 ・・・・・・・・8,500千円
町営住宅維持管理費 ・・・・・・・・7,405千円

●港湾の整備

日出港局部改良事業（県営事業負担金） 10,500千円

●地籍調査の推進

地籍調査事業 ・・・・・・・・・・ 24,399千円

●広域行政の推進

杵築速見消防組合負担金 ・・・・ 390,295千円
杵築速見環境浄化組合負担金 ・・ 202,505千円
別杵速見広域事業負担金（藤ヶ谷清掃センター）
 ・・・・・・・・・・・・・・・  111,587千円
別杵速見広域事業負担金（秋草葬祭場） 10,348千円
広域市町村圏経常費負担金 ・・・・・2,331千円

城下かれい祭りでは「かれい料理」を安価で提供
今年度から建て替えに着手する藤ケ谷清掃センター



特集　
まちの予算

特
別
会
計
等
の
概
要　
　

65
億
８
，５
３
３
万
４
千
円

●
国
民
健
康
保
険

　

平
成
19
年
度
の
日
出
町
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
全
国

平
均
よ
り
高
い
と
し
て
、県
か
ら
の
指
定
を

受
け
安
定
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
は
、こ
の
計
画
に
従
い
、よ

り
一
層
医
療
費
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

当
初
予
算
の
総
額
は
、
27
億
３
，
８
５

９
万
３
千
円
と
前
年
度
と
比
べ
１
億
３
，５

１
４
万
４
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、大
分
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
へ
の
拠
出
金
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
や

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
訪
問
指
導
事
業

を
拡
大
す
る
こ
と
で
医
療
費
の
減
少
が
期

待
で
き
る
た
め
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療

　

当
初
予
算
は
、２
億
４
，６
９
２
万
８
千

円
と
前
年
度
と
比
べ
１
，４
９
５
万
１
千
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、保
険
料
に
つ
い
て
低
所
得
者
へ

の
軽
減
措
置
が
行
わ
れ
た
た
め
で
す
。

●
介
護
保
険

　

当
初
予
算
額
は
20
億
２
，
４
７
９
万
７

千
円
。第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

し
、介
護
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

●
簡
易
水
道

　

当
初
予
算
額
は
１
，３
３
１
万
１
千
円
。

南
端
地
区
改
良
工
事
を
行
う
ほ
か
、新
規
事

業
と
し
て
地
理
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築

委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業

　

当
初
予
算
額
は
８
億
６
６
１
万
６
千
円

と
前
年
度
と
比
べ
て
４
億
２
４
４
万
７
千

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に
伴
う

公
債
費
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
、特
別
会
計
に
は
、老
人
保
健
や

土
地
区
画
整
理
事
業
、
漁
業
集
落
排
水
事

業
、農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特別会計等当初予算・前年度との比較
事　業 本年度 前年度 差　額

一般会計 75億6,700万円 77億4,400万円 △1億7,700万円

国民健康保険事業 27億3,859万3千円 28億7,373万7千円 △1億3,514万4千円

簡易水道事業 1,331万1千円 1,335万9千円 △4万8千円

公共下水道事業 8億661万6千円 12億906万3千円 △4億244万7千円

老人保健事業 100万円 3億189万5千円 △3億89万5千円

日出土地区画整理事業 3,788万8千円 4,366万1千円 △577万3千円

漁業集落排水事業 6,124万円 6,588万2千円 △464万2千円

農業集落排水事業 3,824万円 3,700万7千円 123万3千円

介護保険事業 
(事業勘定) 20億2,479万7千円 19億3,687万円 8,792万7千円

介護保険事業 
(サービス事業勘定) 1,499万8千円 1,704万1千円 △204万3千円

後期高齢者医療 2億4,692万8千円 2億6,187万9千円 △1,495万1千円

水道事業 6億172万3千円 5億8,862万3千円 1,310万円



　定期監査として、年次計画に基づき平成２０年５月２８日より平成２１年２月２６日まで

町長部局の各課、議会、教育委員会等の各事務局、抽出による小学校２校、幼稚園１園及び

施工中の工事を対象に監査を行いました。

　平成２０年度における財務に関する事務・事業が予算及び関係法令等に基づき適正で効率

的に執行されているかを着眼点とし、関係資料及び諸帳簿のほか、関係書類の提出を求め、

担当職員からの説明聴取により実施しました。また、現地監査では現場確認並びに学校長、

各関係職員の立会による施設の運営、管理状況を、工事監査では現場に於いて工事状況等に

ついての説明を聴取しました。

　関係諸帳簿等を照合確認した結果、歳入・歳出ともに、予算及び関係法令等に基づき正当

な手続きにより執行され、概ね適正に処理されていると認められ、財務及び行政事務の執行

状況は良好であると認めました。また、工事状況も安全性を確保し施行されていることを確

認しました。

　なお、町民税をはじめとする各種税、各種使用料などの収入未済について、納税義務、負

担の公平の原則、また財源確保の面において、収納率の向上になお一層の工夫と努力を要望

しました。

　また、町監査委員による監査、審査の対象となっていない私費会計等の町職員による事務

処理体制等についての検討、補助金交付対象団体への交付決定についての検討をそれぞれ要

望しました。

　財政援助団体監査として、日出町観光協会及び日出町社会福祉協議会における平成２０年

度の出納、その他の事務の執行について平成２０年１１月２７日監査委員室及び社会福祉協

議会において監査を行いました。

　町からの補助金（交付決定額、観光協会 4,168 千円、社会福祉協議会 6,752 千円）が交付

目的に従って適正かつ効率的に執行されているか、また、財政援助に係る出納経理その他の

事務処理が適正に行われているか等について、補助金等交付申請書及び確定通知書などをは

じめ、予算書、決算書、実績報告書等各関係書類の提出を求め、審査を行うとともに担当職

員から説明を聴取しました。

　監査の結果、財政援助の目的に従って適正に執行されていると認めました。

監 査 結 果 の 公 表

　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第４項及び第７項の規
定に基づき、平成２０年度定期監査及び財政援助団体の監査を実施しました
ので、同条第９項の規定により、その結果を公表します。

平成２１年３月１０日

日出町監査委員　　小　石　清　美　

日出町監査委員　　白　水　昭　義



４月から課の配置が変わりました
　国体推進課の解散や住民課の窓口増設、教育行政の一元化などを理由に、次
のように課の配置変更を行いました。（赤字の課が配置変更になった課です）
　これにより、教育委員会管理課は教育委員会教育総務課と学校教育課に組織
改変され中央公民館の２階に移転しました。

●
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　

学
校
教
育
課

　

 　

教
育
総
務
課
・
学
校
教
育
課
は
中
央

公
民
館
の
２
階
に
移
転
し
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
、教
育
総
務
課
、学
校
教
育
課
、

生
涯
学
習
課
、中
央
公
民
館
が
１
カ
所

に
集
ま
る
こ
と
に
な
り
、教
育
行
政
の

一
元
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
住
民
課

　

 　

場
所
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
業
務
が
県
か

ら
委
譲
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、カ
ウ
ン

タ
ー
の
増
設
を
行
い
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、こ
れ
ま
で
通
路
で
お
待
ち
い

た
だ
い
て
い
た
お
客
さ
ん
の
た
め
に

待
合
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

●
福
祉
対
策
課

　

 　

高
さ
の
低
い
カ
ウ
ン
タ
ー
を
増
設

し
、新
た
に
相
談
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま

し
た
。

●
生
活
環
境
課
・
商
工
観
光
課

　
　

旧
館
２
階
に
移
転
し
ま
す
。

●
国
体
推
進
課

　

 　

国
体
が
昨
年
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、解
散
し
ま
し
た
。

旧館１階 

旧館２階 



課　　名 電 話 番 号 主 な 事 務 内 容 

総 務 課 73－ 3150 消防防災、選挙、情報公開、職員人事、区長会、統計、広報広聴

財 政 課 73－ 3153
予算、町有財産、日出町土地開発公社の業務に関すること、情
報化推進

企 画 振 興 課 73－ 3116
地域振興、土地利用計画、町の基本構想に関すること、行財政
改革プランの策定

税 務 課 73－ 3123 町税に関すること、１２５ｃｃ以下のバイクの登録・廃車

住 民 課 73－ 3122
戸籍に関すること、住民登録、印鑑登録、外国人登録、国民年
金、人権・同和・パスポートに関すること

福 祉 対 策 課 73－ 3121
老人福祉、生活保護、障害者福祉、児童福祉、母子・寡婦福
祉、乳幼児医療

健 康 増 進 課 73－ 3130
国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、健康診査、介護予
防事業

生 活 環 境 課 73－ 3128
埋火葬の許可、墓地に関すること、廃棄物に関すること、交通
安全に関すること

商 工 観 光 課 73－ 3158 企業振興、観光に関すること

農 林 水 産 課 73－ 3127 農林水産業に関すること、地籍に関すること

都 市 建 設 課 73－ 3172
都市計画の施工、認可、道路・橋・河川・公園に関すること、
公営住宅

上 下 水 道 課 73－ 3134 公共下水道、集落排水、合併浄化槽補助、上水道、簡易水道

会 計 課 73－ 3120 会計・用度

議 会 事 務 局 73－ 3135 議会に関すること

監査委員事務局 73－ 3107 行政の監査に関すること

農 業 委 員 会 73－ 3125 農業振興・農業委員に関すること

教 育 総 務 課
学 校 教 育 課 73－ 3157 小中学校、幼稚園の就学、奨学金、小中学校の施設管理

生 涯 学 習 課 73－ 3156
生涯学習教育に関すること、青少年の指導及び育成、文化財の
保護・指定・調査

中 央 公 民 館 72－ 8608 中央公民館に関すること

各 課 の 業 務 案 内



平成21年６月からレジ袋が有料化されます
CO2 排出抑制にご協力を！

マイバッグを持って
　　　　　買い物へ行こう

なぜ、レジ袋を削減するの？
　
　県内では年間に３億４，０００万枚、３，４００トンのレジ袋が使われています。多くは一度使用
されただけで捨てられ、ごみになっています。
　また、レジ袋の製造や廃棄時には地球温暖化の原因となるCO２が排出されているほか、石油等の資
源のむだ使いにつながります。

レジ袋「無料配布の中止」による効果は？
　
　この取り組みで、マイバッグ持参率８０％以上を目標としています。実施予定店舗でこの目標が達
成されると、県内では約１億枚のレジ袋の削減が見込まれ、６，２００トンのCO２が削減されます。

実施店

株式会社マルショク・株式会社トキハインダストリー・株式會社オーケー（新鮮市場）・株式会社Ａ
コープ九州・株式会社マルミヤストア・マックスバリュ九州株式会社・株式会社マルキョウ・イオン九
州株式会社・生活共同組合コープおおいた・株式会社トライアルカンパニー・ユーマートグループ協
同組合・株式会社ダイエー・有限会社小串商店・有限会社コマツ・株式会社イズミ（ゆめタウン）・株式
会社スーパー細川・株式会社ホームインプルーブメントひろせ・有限会社まるや・株式会社ショッピ
ングプラザエース・社会福祉法人太陽の家サンストア・山香ショッピングセンター協同組合　
（以上２１社　２０１店舗）

問合先　生活環境課　☎７３－３１２８

日
出
町
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
お
礼

　

こ
の
た
び
は
、日
出
町
に
対
し
寄
附

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

寄
附
金
は
、町
の
発
展
の
た
め
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
月
か
ら
２
月
末
ま
で
に
寄
附
を

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

○
鈴
木　

栄　
　
　
　
　
　

日
出
町

○
森
永　

淳
司　
　
　
　
　

日
出
町

○
越
智　

好　
　
　
　
　
　

日
出
町

○
東
九
州
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会

○
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

日
出
町

○
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

日
出
町

○
匿
名　
　
　
　
　
　
　

江
戸
川
区

　
　
（
以
上
７
件
・
１
２
１
万
５
千
円
）

こ
れ
ま
で
の
寄
附
金
の
合
計
は
、
26

件
・
５
６
４
万
円
で
す
。

鈴
木
栄
さ
ん
が
高
額
寄
附

　

鈴
木
栄
さ
ん（
片
原
津
）が
、的
山
荘

の
維
持
保
存
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
１
０
０
万
円
を
寄
附
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は「
的
山
荘
が
料
亭
と
し

て
営
業
し
て
い
る
と
き
に
何
度
か
食
事

に
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
、思
い
入
れ
が

あ
る
。少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
寄

附
し
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
行
う
健
康
診
査
は
、糖
尿
病
等
の
生
活

習
慣
病
を
早
期
発
見
、早
期
治
療
す
る
た

め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
健
康
診
査
は
年
１
回
の
受
診
で

す
。受
診
し
健
康
管
理
に
務
め
ま
し
ょ

う
。

●
対
象
者

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
。

＊ 
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
生
活
習

慣
病
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
や
特

定
健
康
診
査
、ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す

る
健
康
診
査
を
受
診
し
た
方
は
必
ず

し
も
こ
の
健
康
診
査
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
検
査
項
目

　

問
診
・
身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・
血
液
検

査
・
尿
検
査

●
日
程
・
場
所

　

日
出
町
が
行
う
健
診
と
同
じ
日
程
・
会

場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、広
域
連
合
が
指
定
す
る
次
の
医

療
機
関
で
も
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

＊ 

こ
う
ま
つ
循
環
器
科
内
科
・
サ
ン
ラ
イ

ズ
酒
井
病
院
・
島
田
内
科
・
鈴
木
病
院
・

日
出
児
玉
病
院
・
日
出
中
央
医
院
・
松

本
整
形
外
科
・
吉
岡
内
科

●
持
参
す
る
も
の

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
証
と
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
送
付
さ
れ
る
健
康
診
査
受
診

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。忘
れ
た
り
、

紛
失
し
た
り
す
る
と
受
診
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
費
用

　

年
１
回
無
料

●
問
合
先

○
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

○
役
場
健
康
増
進
課
国
保
医
療
係

　

☎
73
‐
３
１
３
３

後期高齢者医療対象者の健康診査

健康管理のため
健康診査を受けましょう

　

は
か
り
を
商
品
の
販
売
や
農
水
産

物
の
出
荷
・
販
売
、薬
の
調
剤
、健
康

診
断
、診
療
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、２
年
ご
と
に
定
期
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

 

日
出
町
で
は
次
の
日
程
で
、定
期
検

査
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
日
出
町
の
検
査
日
程
・
場
所

○ 

６
月
２
日（
火
）
10
時
〜
11
時
30

分
・
大
神
地
区
公
民
館

○ 

６
月
２
日（
火
）
13
時
〜
15
時
・

豊
岡
地
区
公
民
館

○ 

６
月
３
日（
水
）
10
時
〜
15
時
・

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

は
か
り
を
新
規
に
購
入
し
た
方
・
使

用
を
廃
止
し
た
方

　

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
を

新
規
に
購
入
し
た
方
な
ど
で
、こ
れ
ま

で
に
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

や
取
引
・
証
明
へ
の
使
用
を
廃
止
さ
れ

た
方
は
、４
月
30
日（
木
）ま
で
に
商

工
観
光
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
合
先　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
５
８

は
か
り（
計
量
器
）を
取
引
ま
た

は
証
明
に
お
使
い
の
方
へ
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日
出
町
消
防
団
第
５
分
団
分
団
長
の

青
柳
潤
治
さ
ん
（
日
出
）
が
、
長
年
地

域
防
災
活
動
に
尽
力
し
た
と
し
て
、
消

防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し
、
３
月
17

日
、
伝
達
式
が
行
わ
れ
工
藤
町
長
よ
り

表
彰
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
が
「
長
年
、
防
災
活
動
に

尽
力
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
青
柳
さ
ん
が
「
賞
を
い
た

だ
い
た
の
は
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
。
一

層
努
力
し
て
地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
り

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

青
柳
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
32
年
間
団

員
と
し
て
防
災
活
動
に
尽
力
。
平
成
16

年
か
ら
は
分
団
長
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
ま
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰
受
賞

長
年
の
防
災
活
動
を
称
え

表彰の伝達を受ける青柳さん

　

３
月
20
日
、
城
内
邸(

豊
岡
中
の
二
）

で
魚
見
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
暖
か

い
陽
気
に
誘
わ
れ
多
く
の
方
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
落
語
や
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
、
辻
間
楽
、
津
島
神
楽
な
ど
が
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

や
お
茶
席
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
の
最
後
に
は
も
ち
ま
き

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

魚
見
桜
は
樹
齢
４
０
０
年
以
上
の
大

木
で
、
開
花
が
普
通
の
桜
よ
り
も
半
月

以
上
も
早
く
、
か
つ
て
別
府
湾
で
漁
を

す
る
人
が
、
こ
の
桜
の
咲
き
具
合
を
み

て
漁
の
時
期
を
決
め
て
い
た
こ
と
か
ら

こ
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
、
祭
り
の
日
に
は
す
で
に

桜
の
花
は
散
っ
て
い
ま
し
た
が
、
桜
の

木
の
周
り
を
囲
む
菜
の
花
は
満
開
。
会
場

を
訪
れ
た
人
に
春
の
到
来
を
告
げ
ま
し
た
。

暖かな陽気に春を感じて
魚見桜まつり開催

仲間で花見。暖かい陽気の中、会話も弾みます

写真右は辻間楽。
左は津嶋神楽



　

日
出
養
護
学
校
の
小
学
部
か
ら
高
等

部
ま
で
の
47
人
の
生
徒
が
ゴ
ミ
不
法
投

棄
防
止
を
呼
び
か
け
る
看
板
を
作
成
し
、

２
月
18
日
、校
長
や
教
諭
、生
徒
２
人
が

役
場
を
訪
れ
、14
枚
の
看
板
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

看
板
に
は
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
、「
ゴ
ミ

を
す
て
な
い
で
」、「
ゴ
ミ
に
責
任
を
も
っ

て
」、「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」「
地
球
に
や

さ
し
い
コ
ト
を
し
よ
う
」な
ど
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

町
は
、毎
年
看
板
の
寄
贈
を
受
け
て
お

り
、不
法
投
棄
の
多
い
場
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。設
置
場
所
で
は
、ゴ
ミ
の
量
が

減
る
な
ど
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

日
出
養
護
学
校
の
生
徒
が
ゴ
ミ
不
法
投
棄

防
止
を
呼
び
か
け
る
看
板
を
作
成

ゴ
ミ
に
責
任
も
っ
て
！

　

日
出
暘
谷
高
校
の
自
転
車
部
・
新
体
操

部
・
テ
ニ
ス
部
の
全
国
選
抜
大
会
へ
の
出

場
が
決
ま
り
、３
月
16
日
、校
長
や
監
督
、

選
手
25
人
が
役
場
を
訪
れ
町
長
に
出
場

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

自
転
車
部
主
将
の
黒
枝
士
揮
く
ん
が

「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
」と
。新
体
操
部
主
将
の
菅

正
樹
く
ん
が「
後
輩
を
し
っ
か
り
引
張
っ

て
い
き
、良
い
成
績
が
残
せ
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
」と
。テ
ニ
ス
部
主
将
の
佐

藤
裕
介
く
ん
が「
自
分
た
ち
の
も
っ
て
い

る
力
を
出
し
き
り
が
ん
ば
り
ま
す
」と
決

意
表
明
し
ま
し
た
。

日
出
暘
谷
高
校
の
生
徒
ら
が
町
長
へ
全
国

大
会
出
場
を
報
告

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

　

３
月
５
日
、中
央
公
民
館
で「
日
出
町

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
、今
後
の
日
出
町
を
活
性

化
し
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
活
動

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
団
体
や
個
人
が
た
く
さ
ん
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
他
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活
か
し
な
が
ら

町
を
活
性
化
し
て
い
こ
う
と
設
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

次
の
日
程
で
活
動
発
表
を
行
い
ま

す
。興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

く
だ
さ
い
。

● 

と
き　

５
月
28
日（
木
）
18
時
30
分

〜
20
時
30
分

● 

と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

●
内
容　

活
動
発
表

　３月５日、文化財パトロールが行

われ、文化財保護委員が町内の文化

財の保存状態を調査しました。

　これは、年に３回地区ごとに行わ

れており、今回は日出地区の武家屋

敷の千野喜久代さん宅と豊岡地区の

魚見桜などを調査しました。

　文化財保護委員長の河野通正さん

は「町内には立派な文化財が多く残

っている。いつまでも残していきた

い」と話してくれました。

文化財パトロール

文化財の保存状態を調査

役場を訪れた生徒ら

決意表明をする黒枝士揮くん

千野さん宅を調査する保護委員

設立総会の参加者



住　

所　

   

出
生
児　
　

性
別 

保
護
者

【
豊
岡
】

太　

田 

佐
藤
光こ

う

汰た

朗ろ
う 

男 

秀
司

是　

城 

是
松　

杏き
ょ
う

佳か 

女 

忠
敏 

中
の
二 

冨
松　

煌こ
う

河が 

男 

英
樹

中
の
二 

冨
松　

大た
い

河が 

男 

英
樹

西
の
三 

萱
島　

詩し

織お
り 

女 

昇　

【
日
出
】

佐　

尾 

梶
原　

詩し

音お
ん 

女 

太
地

佐　

尾 

今
村　

綾あ
や

花か 

女 

敏
昭

佐　

尾 

上
金　

結ゆ
い

斗と 

男 

英
明

上
仁
王 

河
原　

杏あ
ず

羽は 

女 

信
也

【
藤
原
】

南
部 

川
内　

梨り

央お 

女 

大
輔

南
部 

甲
斐　

志し

歩ほ 

女 

孝
志

中
部 

竹
原　

愛あ
い

音ね 

女 

堅
太
郎

中
部 

門
川　

小こ

桃も
も 

女 

哲
也

中
部 

原
田　

光み
つ

輝き 

男 

泰
光

【
川
崎
】

平
原 

伊
東　

大だ
い

輝き 

男 

好
哲

内
野 

羽
田
野　

遼り
ょ
う 

男 

剛　

内
野 

沖
本　

桂け
い

唯た 

男 

修
司

お
誕
生おめ

で
と
う

お
誕
生おめ

で
と
う

　緊急雇用創出事業で地方自治体が失業者に対する一時的な雇用・就業機会を創出することにより、失業者

の生活を支援します。 つきましては、次のとおり臨時職員を募集します。

●条件　失業者であること
●採用期間　６ケ月
●必要書類　履歴書
●受付締切　①②③は4月20日
（月）④⑤は4月23日（木）

●面接日　 ①②③は4月21日
（火） ④⑤は4月24日（金）

職　　　種 採用
予定数 申込・問合先

①　公園・道路等の清掃 3人 都市建設課☎73－3172
②　社会体育施設清掃 3人 生涯学習課☎73－3156
③　文化財清掃 4人 生涯学習課☎73－3156
④　耕作放棄地の調査及び草刈 6人 農林水産課☎73－3127
⑤　海岸清掃及び不法投棄の監視 2人 生活環境課☎73－3128

失業された方へ・役場で働いてみませんか？
採用期間は６ケ月 問合先は下記の表中

(3 月受付分）
（敬称略）

日出町の臨時職員として働きたい方は登録を！
必要に応じて、登録者の中から採用します 総務課人事係　☎７３－３１５０

　

日
出
町
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員

と
し
て
働
き
た
い
と
い
う
方
は
、

臨
時
職
員
登
録
制
度
に
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

　

あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
職
種

を
選
ん
で
登
録
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

業
務
の
繁
忙
期
や
職
員
の
育

児
休
業
な
ど
、代
替
職
員
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
に
雇
用
す
る
制

度
で
す
の
で
、登
録
し
て
も
雇
用

が
約
束
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
登
録
条
件　

○ 

職
務
遂
行
に
支
障
が
な
く
、良

好
な
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
。

○ 

職
種
に
必
要
な
資
格
免
許
等

を
取
得
し
て
い
る
こ
と
。

● 

採
用
方
法　

登
録
者
の
中
か

ら
書
類
選
考
や
面
接
で
選
考

し
ま
す
。

● 

雇
用
期
間　

原
則
６
カ
月
以

内
。（
最
長
１
年
）

● 

勤
務
場
所　

役
場
本
庁
及
び

各
町
有
施
設
。

● 

勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
17

時（
職
種
に
よ
り
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

●
賃
金　

６
，０
０
０
円
以
上

　
（
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

職　　種 業　　務　　内　　容 資格・条件等
一般事務補助員 資料作成、整理等の補助 ワード・エクセルの基本操作ができる方
保 健 師 保健、医療、福祉活動の支援業務 保健師資格を有する方
看 護 師 乳幼児・予防接種業務等看護師業務 看護師免許を有する方
栄 養 士 栄養指導業務 栄養士免許を有する方
介護支援専門員 地域包括支援センター業務 介護支援専門員の資格を有する方
幼稚園臨時講師 幼稚園教諭 幼稚園教諭資格を有する方
図 書 館 司 書 図書貸出整理等補助 図書館司書の資格を有する方
建 築 技 師 建築業務補助 建築の専門的知識を有する方
草 刈 等 作 業 員 枝打ち、草刈り等 草刈機を使える方

募集する職種及び勤務条件



住　

所　

      

死
亡
者　
　
　

行
年

【
豊
岡
】

中
の
三 

井
上　

利
明 

99

西
の
一 

川
上　

克
好 

81

西　

区 

山
口　

義
子 

91

本　

町 

屋

朝
市 

79

【
日
出
】

上
仁
王 

横
山　

貴
惠 

84

日
出
団
地 

田
原　

正
之 

82

【
藤
原
】

東　

部 

阿
南
フ
ジ
ノ 

89

【
川
崎
】

辻
の
尾 

林　

美
佐
子 

60

平　

原 

阿
部
と
も
か 

58

東
小
深
江 

中
山　

理 

84

【
大
神
】

北
大
神 

河
野
賢
一
郎 

80

中　

央 

利
光
慶
二
郎 

69

三
尺
山 

竹
中　

松
雄 

85

上
深
江 

芝
田　

次 

76

高　

尾 

中
山　

力 

80
（3月受付分）
（敬称略）

パスポートの申請が役場でできるようになります
４月１日から・窓口は住民課 住民課戸籍住民係　☎７３－３１２２

　

４
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発

給
事
務（
新
規
及
び
切
替
、記
載

事
項
の
訂
正
、査
証
欄
の
増
補
、

紛
失
届
、返
納
旅
券
の
受
理
）が

役
場
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

○
戸
籍
抄
本
ま
た
は
謄
本

○
パ
ス
ポ
ー
ト
用
写
真（
１
枚
）

○ 

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許

証
・
写
真
付
住
基
カ
ー
ド
等
）

○ 

前
回
発
給
を
受
け
た
旅
券（
現

在
お
持
ち
の
方
の
み
）　

●
所
要
日
数

　

 

申
請
を
受
付
け
た
日
か
ら
、９

日
目
以
降（
土
・
日
・
祝
日
及

び
年
末
年
始
は
算
入
し
な
い
）

の
発
給
と
な
り
ま
す
。余
裕
を

持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
旅
券
の
交
付（
受
取
）

　

必
ず
本
人
が
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。乳
幼
児
等
に
つ
い
て

も
同
じ
で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

受
取
り
に
は
収
入
印
紙
、大
分

県
収
入
証
紙
の
ほ
か
、旅
券
引
換

書
が
必
要
で
す
。

固定資産の評価替え及び固定資産課税台帳の縦覧
評価替えにより納付書の発送が５月中旬になります 税務課資産税係　☎７３－３１２３

固
定
資
産
評
価
替
え

　

平
成
21
年
度
は
固
定
資
産
の

評
価
替
え
の
年
で
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日
現
在
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

固
定
資
産
の
評
価
替
え
と
は

資
産
価
値
の
変
動
に
対
応
す
る

た
め
３
年
ご
と
に
資
産
の
評
価

額
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、評
価
替
え
の
年
は
納
付

書
の
発
送
が
５
月
中
旬（
例
年
４

月
中
旬
）に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
内
容
や
評
価

が
適
正
で
あ
る
か
確
認
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
縦
覧
制
度
が
あ

り
ま
す
。

● 

縦
覧
期
間　

４
月
１
日（
水
）

〜
６
月
１
日（
月
）ま
で

●
縦
覧
対
象
者　

　

固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

＊
免
税
点
未
満
の
方
は
対
象
外
。

＊ 

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、

運
転
免
許
証
等
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

日出町に転入してきた妊婦さんと１歳未満のお子さんがいる方へ
妊婦・乳児一般健康診査受診票の差し替えはお済ですか？ 福祉対策課子育て支援係　☎７３－３１２１

　

妊
娠
中
の
方
が
日
出
町
に
転

入
し
た
場
合
に
は
、前
住
所
地
で

交
付
さ
れ
た「
妊
婦
・
乳
児
一
般

健
康
診
査
受
診
票
」は
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

日
出
町
が
交
付
す
る
受
診
票

と
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、１
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

を
育
児
中
の
方
で
、前
住
所
地
で

交
付
さ
れ
た
乳
児
健
診
の
受
診

票
が
残
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い

て
も
同
様
に
交
換
が
必
要
で
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

 　

申
請
者
の
印
鑑
・
前
住
所
地

で
交
付
さ
れ
た
受
診
票



定額給付金と子育て応援特別手当の給付が始まります
送られてきた申請書を返送してください。　振込は４月中旬から始まります。

　

住
民
へ
の
生
活
支
援
や
地
域

の
経
済
対
策
を
目
的
と
し
た「
定

額
給
付
金
」と
、幼
児
教
育
期
に

お
け
る
子
育
て
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
目
的
と
す
る「
子
育
て

応
援
特
別
手
当
」の
申
請
書
を
郵

送
し
ま
し
た
。

【
定
額
給
付
金
】

● 

給
付
対
象
者　

基
準
日（
２
月

１
日
）現
在
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
。

○ 

日
出
町
に
住
民
登
録
が
あ
る

人
。

○ 

日
出
町
に
外
国
人
登
録
が
あ

る
人
。

●
給
付
額

○ 

65
歳
以
上
の
人（
昭
和
19
年

２
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）２
０
，０
０
０
円

○ 

18
歳
以
下
の
人（
平
成
２
年

２
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
）２
０
，０
０
０
円

○
前
記
以
外
の
人　

　

１
２
，０
０
０
円

●
必
要
書
類

　

 　

申
請
書
・
振
込
先
通
帳
の
写

し（
金
融
機
関
名
、
支
店
名
、

口
座
番
号
、口
座
名
義
人
が
分

か
る
面
を
コ
ピ
ー
）

【
子
育
て
応
援
特
別
手
当
】

　

住
民
基
本
台
帳
で
把
握
で
き
た
対
象

者
に
は
、定
額
給
付
金
の
申
請
書
と
一
緒

に
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
書
も

同
封
し
て
い
ま
す
。

●
給
付
対
象
者

　

 　

平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
第
２
子
以
降
の

子
ど
も
。

＊ 

第
２
子
以
降
と
は
、同
じ
世
帯
に
い
る

18
歳
以
下
の
子（
平
成
２
年
４
月
２
日

〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子

ど
も
）を
年
齢
順
に
第
１
子
、第
２
子

と
数
え
ま
す
。（
続
柄
や
扶
養
関
係
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

●
給
付
額　

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
６
，０
０
０
円

●
必
要
書
類

　

 　

定
額
給
付
金
と
同
じ
。た
だ
し
、振

込
先
が
同
じ
場
合
に
は
、振
込
先
通
帳

の
写
し
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
別
居
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
る

場
合
の
子
育
て
応
援
特
別
手
当
】

　

 　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
場

合
に
は
、住
民
基
本
台
帳
で
は
把
握
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

こ
の
場
合
、個
別
通
知
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

 　

支
給
条
件
を
満
た
し
て
お
り
、該
当

に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
支
給
条
件

　

次
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
。

○ 

別
居
し
て
い
る
の
が
、18
歳
以
下（
平

成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
生
）の
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
。

○ 

同
居
し
て
い
る
の
が
、平
成
14
年
４
月

２
日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
。

○
前
記
の
２
人
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
。

●
必
要
書
類

　

 　

保
険
証
や
確
定
申
告
書
の
写
し（
扶

養
関
係
の
確
認
の
た
め
）

【
振
り
込
み
に
つ
い
て
】

　

振
込
先
口
座
は
原
則
と
し
て
、基
準
日

時
点
の
世
帯
主
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
初
の
振
り
込
み
は
、４
月
中
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

振
り
込
み
に
は
、申
請
を
受
け
付
け
て

か
ら
３
週
間
か
ら
５
週
間
か
か
り
ま
す
。

振
り
込
む
前
に
、決
定
通
知
書
で
振
込
日

等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊ 

必
要
書
類
の
コ
ピ
ー
は
、企
画
振
興
課

か
藤
原
・
川
崎
・
大
神
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
、豊
岡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
分

館
で
無
料
で
で
き
ま
す
。

●
問
合
先

○
定
額
給
付
金
に
関
す
る
問
合
先

　

企
画
振
興
課
☎
73
‐
３
１
１
６

○ 

子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
関
す
る
問

合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係

☎
73
‐
３
１
２
１

　定額給付金・子育て応援特別手当の給付を装った「振り込め詐欺」

に注意してください。

○ 町や総務省などがＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願いする

ことは絶対にありません。また、手数料などの振り込みを求める

こともありません。

不審に思ったら連絡を　●連絡先　日出警察署　☎７２－２１３１

振り込め詐欺にご注意を！



６５歳以上の方の介護保険料が変わります
対象は第４段階・第５段階の方 健康増進課介護保険係　☎７３－３１３０

　平成 18 年度の税制改正で、高齢者への個人住民税の非課税措置（合計所得金額１２５万以下非課

税）が廃止されたことにより保険料の段階が上がり、介護保険料の負担が増える方がでてきました。

この保険料の急激な増加を避けるため激変緩和措置が講じられてきましたが、これは３年間の期限付

き措置であったため平成 20 年度をもって終了しました。

　これにより、これまで激変緩和措置を受けていた第４段階と第５段階の一部の方の保険料が変わり

ます。他の段階の方の保険料はこれまでどおりです。

激変緩和措置の終了

65歳以上の保険料 (改正後 )

※ 基準額とは、日出町で必要とする総介護サービス費用のうち、６５歳以上の方の保険料で負担す

べき分を日出町にすむ６５歳以上の方の総数で割って算出したものです。

　保険料は、基準額にそれぞれ段階別の調整

率を乗じて算出しています。平成２１年度よ

り介護従事者の報酬が改定され、それに伴い

介護保険料の基準額が増額しました。基準額

の増加は保険料の増額につながりますが、こ

の増額分について国が一部を負担することに

なりました。この負担金を使い、日出町では

次のような措置を講ずることとしました。

介護報酬の改定により基準額が増額

　国が保険料の一部を負担することで、日

出町ではこの負担金を平成２１年度から平

成２３年度までの３年間分に割り振ること

で、基準額を３年間そのままに据え置くこ

ととしました。

日出町では基準額を３年間そのままに

本来の基準額５７，０００円 

改正前基準額 

改正後基準額 

５６，３００円

５７，０００円

５６，３００円 国が負担

平成２１年度からの３年間は、基準額
５６，３００円に据え置き 

保険料の段階 区　　分 調 整 率 保 険 料

第 1段階 生活保護受給者、または老齢福祉年金受給者で世帯
全員が町民税非課税 基準額×0.5 28,100円

第 2段階 世帯全員が町民税非課税
(公的年金等収入+合計所得金額 )が 80万円以下 基準額×0.5 28,100円

第 3段階 世帯全員が町民税非課税
(第 1段階・第2段階以外 ) 基準額×0.75 42,200円

第 4段階

本人が町民税非課税
(公的年金等収入+合計所得金額 )が 80万円以下 基準額×0.83 46,700円

本人が町民税非課税　(上記以外 ) 基準額×1.0 56,300円

第 5段階 本人が町民税課税で、合計所得金額が200万円未満 基準額×1.25 70,300円

第 6段階 本人が町民税課税で、合計所得金額が200万円以上 基準額×1.5 84,400円



●
申
込
資
格

・ 

町
内
の
団
体
、
事
業
所
等
で
実
行
委

員
会
が
認
め
た
も
の
。

・
日
出
町
商
工
会
正
会
員
。

・ 

前
記
の
ほ
か
、
実
行
委
員
会
が
認
め

た
も
の
。

＊
名
義
貸
し
は
認
め
ま
せ
ん
。

＊ 

テ
ン
ト
は
原
則
と
し
て
１
団
体
に
つ

き
半
張
で
１
カ
所
。

●
申
込
期
間

　

４
月
６
日
（
月
）
〜
15
日
（
水
）
ま
で

●
申
込
・
問
合
先

　

城
下
か
れ
い
祭
り
実
行
委
員
会

　

☎
73
‐
３
１
５
８

　

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.h
iji.o
ita.jp

特
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー
出
店
申
込

　

あ
な
た
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、

心
を
込
め
て
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

●
募
集
数　

20
発
程
度

●
メ
ッ
セ
ー
ジ
文
字
数　

30
字
程
度

●
費
用　

・
3.5
号
玉　

１
発
５
，
０
０
０
円

・
５
号
玉　

１
発
１
０
，
０
０
０
円

●
申
込
方
法

　

 

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
打
ち
上

げ
数
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
明
記
の
う
え
、

官
製
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

　

観
光
協
会　

☎
72
‐
４
２
５
５

　

商
工
観
光
課
☎
73
‐
３
１
５
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
73
‐
２
８
３
３

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kan
ko
u
@
to
w
n
.h
iji.o
ita.jp

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
の
予
約
受
付

●
と　

き　

５
月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）

●
主
会
場　

暘
谷
城
趾
周
辺

出
店
の
受
付
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
の
受
付

第
24
回

城
下
か
れ
い
祭
り



定 期 相 談
●行政相談
・役場新館3階332会議室

・毎月第1火曜日　10時～15時

　 上記以外の時間帯は自宅で相談に応じます。

　北野琿彦相談員　☎72－2634

●心配ごと相談
・役場新館3階332会議室

・毎月第2火曜日　10時～15時

・福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会
・4月21日火曜日　10時～15時

・豊岡ふれあいセンター

・総務課　☎73－3150

●日出町ホットライン
　 　ボランティア団体による悩みごと、心配ご

と電話相談　☎72－3412

・月～金曜日の19時～21時

●障がい児・者教育相談
・社会福祉法人「樹の実園」杵築市大字相原

　☎0978－62－2111

●障がい児・者介護者支援相談
・社会福祉法人「みのり村」

「みのり学園｣日出町大神☎0977－72－2818

「白萩園｣　　杵築市日野☎0978－62－2276

●障がい児・者生活支援相談
・太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682(受付時間：7時～21時)

●高齢者総合相談
・日出町地域包括支援センター(健康増進課内)

　☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
・福祉対策課　☎73－3121

・大分県東部保健所地域福祉室　☎72－2327

●心の健康相談(無料)
・毎月第３水曜日　14時～16時

・東部保健所日出出張サービス会場

　(日出総合庁舎１階)☎67－2511(要予約)

●交通事故無料相談
・大分自動車保険請求相談センター

・要予約☎097－536－5043(9時～16時)

・弁護士相談日(水曜日：13時～16時)

●無料人権相談所
・大分地方法務局杵築支局

　☎0978－62－2271

・月曜日～金曜日　8時30分～17時15分

●法律相談
・日出町保健福祉センター　相談室

・毎月第４火曜日　13時30分～16時30分

　(祭日の場合は休み)

・要予約　相談料30分につき5,000円

・大分県弁護士会　☎097－536－1458

今月の１冊

ダーウィンと進化論
「その生涯と思想をたどる」

Kristan　Lawson：著
丸　善　　　　　：刊

　チャールズ・ダーウィンは、イギリス海軍の測量船ビー
グル号で世界中を周り、数々の標本を採集して「進化論」
を唱えました。
　今年は、ダーウィン生誕２００周年。「種の起源」の出
版１５０周年にあたります。
　子供の頃のダーウィンは、優秀とはいえなかったが好奇
心は旺盛だったそうです。
　そんな少年がどうやって偉大な博物学者になったのか。
　ダーウィンの生涯と進化論を分かりやすく解説してい
ます。

４月の休館日
毎週月曜日、第2・4日曜日・29日（水）

４月の読み聞かせ
【ブー・フー・ウーによる読み聞かせ】

●と　き　4月11日・25日（土曜日）
　　　　　10時30分～11時30分

●ところ　2階（おはなしのへや）
●対　象　幼児から小学校低学年

【FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ】
●と　き　4月24日　（金曜日）11時～11時30分
●ところ　2階（おはなしのへや）
●対　象　0歳から5歳くらいまで

子ども映画会
●と　き　4月4日・18日（土）10時30分～11時
●ところ　2階（おはなしのへや）
●作　品　アニメビデオの上映



21
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

　

３
月
９
日
に
開
会
し
た
議
会
定
例
会
で
平

成
21
年
度
の
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
75
億
６
，

７
０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
２
・
３
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
28
億
４
，
４
７
６
万
円
、
普
通
交
付

税
17
億
２
，
０
０
０
万
円
、
特
別
交
付
税
１

億
２
，
０
０
０
万
円
、
国
・
県
の
支
出
金
11

億
９
，５
４
１
万
、さ
ら
に
、
町
債
６
億
２
，

５
９
０
万
円
、
財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金

等
か
ら
２
億
１
，
８
０
８
万
円
の
繰
入
な
ど

を
行
い
歳
入
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

は
、
全
体
の
55
・
６
％
を
占
め
、
前
年
度
と

比
べ
４
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
や
公
債
費
は
減
少
し
、
扶
助
費
が

や
や
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
等
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
学
校
施

設
の
改
築
事
業
と
し
て
、
豊
岡
小
学
校
校
舎

改
築
の
た
め
の
設
計
費
を
予
算
計
上
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
学
校
施
設
の
耐
震
強
度
の
調
査

を
行
い
、
今
後
必
要
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
暘
谷
城
跡
周
辺
の
整
備
と
し

て
、
二
の
丸
線
の
電
線
の
地
下
埋
設
や
裏
門

櫓
の
復
元
、
二
の
丸
館
の
建
設
、
貴
重
な
建

築
物
と
さ
れ
る
隅
櫓
（
鬼
門
櫓
）
の
移
築
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
笹
尾
松
ケ
鼻
線
未
整
備

部
分
、
照
川
周
辺
の
南
北
線
未
改
修
部
分
、

内
野
深
江
港
線
を
重
点
的
に
改
修
し
な
が
ら
、

新
た
に
南
浜
線
、
豊
岡
山
ノ
内
線
な
ど
各
所

で
道
路
整
備
を
進
め
ま
す
。

平
成
20
年
度
３
月
補
正
予
算
も
決
ま
る

　

３
月
議
会
定
例
会
で
平
成
20
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
も
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
額
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
87
億
１
，
８

４
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
債
残
高
は
前
年
度
と
比
べ
４
億
５
０

９
万
円
減
少
し
、
１
５
１
億
７
，
１
８
４
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
各
種
基
金
の

保
有
状
況
は
、
16
億
８
，
２
２
４
万
円
で
昨

年
よ
り
３
，
２
２
４
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
借
金
は
減
少

し
、
基
金
の
積
み
増
し
も
で
き
ま
し
た
が
、

景
気
は
低
迷
し
、
依
然
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
に
あ
り
ま
す
。
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
安

定
し
た
町
政
の
舵
取
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

日
出
町
の
定
額
給
付
金

　　

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
、
国
の
２
次
補
正

予
算
が
決
定
し
、
町
の
補
正
予
算
も
３
月
議

会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
話
題
と
な
っ
て
い
た
定
額
給
付
金
交
付

事
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

日
出
町
の
対
象
者
は
、
２
万
８
，
７
０
４

人
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
支
給
総
額
は
４
億

３
，
９
９
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
23
日
に
、
申
請
書
を
各
家
庭
に
郵
送

し
ま
し
た
。
申
請
書
が
返
送
さ
れ
次
第
、
支

給
事
務
を
開
始
し
ま
す
。
最
初
の
支
給
日
は

４
月
13
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
子
育
て
を
行
う
家
庭
に
「
子
育

て
支
援
応
援
特
別
手
当
給
付
金
」
を
支
給
す

る
事
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

給
付
内
容
は
、
幼
児
教
育
期
（
小
学
校
就

学
前
３
年
間
）
の
第
２
子
以
降
の
子
ど
も
１

人
に
つ
き
３
万
６
，
０
０
０
円
を
給
付
す
る

も
の
で
す
。
支
給
に
は
、
他
に
も
諸
条
件
が

あ
り
ま
す
が
、
日
出
町
で
の
対
象
者
は
４
５

０
人
で
、
総
支
給
額
は
１
，
６
２
０
万
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た

　

４
月
１
日
付
け
で
、
平
成
20
年
度
人
事
異

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
異
動
は
、
定
年
退
職
者
５
人
、
希

望
退
職
者
10
人
、
死
亡
・
自
己
都
合
退
職
者

３
人
と
大
勢
の
方
が
退
職
さ
れ
た
た
め
、
18

人
の
職
員
を
新
た
に
採
用
し
ま
し
た
。

　

異
動
規
模
は
、
課
長
級
19
人
、
課
長
補
佐

級
18
人
、
係
長
級
11
人
、
そ
の
他
職
員
28
人
、

新
採
用
18
人
で
、
退
職
者
を
含
め
た
総
人
数

は
１
０
９
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

幹
部
職
員
の
異
動
が
多
か
っ
た
た
め
、
職

場
の
急
激
な
変
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
避

け
る
た
め
、
一
般
職
員
の
異
動
は
小
規
模
な

も
の
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
特
に
農
業
関
係
業
務
の
充
実
を

図
る
た
め
、
農
林
水
産
課
長
を
大
分
県
か
ら

派
遣
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
担
当
職
員
の

増
員
を
行
い
ま
し
た
。

的
山
荘
ひ
な
祭
り
盛
況
裏
に
終
了

　

２
月
14
日
〜
３
月
15
日
ま
で
の
１
ケ
月

間
に
わ
た
り
開
催
し
た
「
的
山
荘
ひ
な
祭

り
」
は
、
終
日
多
く
の
入
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
特
に
毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日
は
盛
況

で
、
関
東
や
関
西
方
面
か
ら
の
来
訪
者
も
多

く
、
期
間
中
は
６
，
６
７
２
人
の
来
場
が
あ

り
ま
し
た
。

　

美
術
工
芸
品
と
も
い
え
る
雛
人
形
と
付
帯

す
る
道
具
類
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、

賞
嘆
の
言
葉
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
正
期
の
歴
史
的
建
造
物
や
付
随

す
る
庭
園
と
そ
こ
か
ら
見
え
る
別
府
湾
の
借

景
の
見
事
さ
も
重
な
り
、
こ
の
機
会
に
的
山

荘
を
拝
観
し
よ
う
と
い
う
方
も
多
く
い
ま
し

た
。
的
山
荘
は
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
で
し
っ
か

り
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町 政
だより

日出町長
工藤　義見

その 29



日出町地域子育て支援センター
☎２８－１２１２

子育て広場
　子育て情報の提供や交換、親子
遊びの紹介、読み聞かせなど。

●とき　月・水・金 10時～ 12時
●対象　乳幼児

子育て相談
　子育ての相談や栄養相談、感染
症予防や対策。

●とき　月～金 10時～ 16時
●対象　乳幼児

出張子育て広場
　ふれあい遊び、季節の歌、おり
がみ遊び、読み聞かせ。

●とき　4月 22日（水）
　10時～ 12時

●ところ　豊岡地区公民館
●対象　就学前まで

よちよちタイム
　赤ちゃんリズム体操、わらべ
歌、読み聞かせなど

●とき　4月 16日（木）10時～ 12時
●対象　1歳まで

さざんか児童館
☎７２－８３８３

親子グループ募集
　0歳～ 5歳の乳幼児親子を随
時募集しています。親子で楽しく
遊びませんか？
　児童館に備え付けの用紙で申
し込んでください。

赤ちゃん広場
●とき　４月 17日（金）
　10時 30分～

●対象　０歳児
●費用　200円
＊ 前日までに電話で申し込んで
ください。

集まれ！ちびっ子
　リズム遊びやパネルシアター

など。

●とき　4月 20日（月）
　10時 30分～

●ところ　中央公民館（視聴覚室）

日出町児童館
☎７２－０３２３

親子リズム遊び
　親子で楽しいリズム遊び。

●とき　4月 7日（火）
　11時～ 11時 45分

●対象　乳幼児
＊ボールを持ってきてください。
＊申し込みが必要です。

たのしい絵本読み聞かせ
　絵本読み聞かせ、パネルシア
ター、わらべ歌等。

●とき　4月 15日（水）
　11時 15分～ 11時 45分

子育て支援UPプログラム
「パソコン講座」受講生募集

画像加工講座
　フォトショップを使う画像加
工の講座です。デジカメで撮った

画像を加工してみませんか？

● とき　5月12日・19日・26日・
6月 2日（火）10時～ 12時

● ところ　ＨＩＴコミュニティー
センター（日出町弓道場隣）

ワード初級講座
　文字の入力は出来るけど、ワー
ドは初めてという方。チラシを作
成しながら学習します。

● とき　5月 7 日・14 日・21 日・
28日（木）10時～ 12時

●ところ　町保健福祉センター

エクセル応用講座
　簡単な出納簿を作成します。計
算式の入った表に挑戦。

● とき　5月 8 日・15 日・22 日・
29日（金）10時～ 12時

● ところ　ＨＩＴコミュニティー
センター（日出町弓道場隣）

各講座共通
●講座料　2,800 円
●申込期限　4月 17日（金）
＊ Ｗ indows Vista 対応の講座で
はありません。
＊有料託児有

● 申込・問合先　パワーウェーブ
日出　☎ 72－ 5292

　妊娠中のお母さんを対象に、妊娠中の生活についてのお話や調理
実習をします。赤ちゃんの健やかな成長を願って、この教室で楽し
く勉強しましょう。
●申　　込　開催日の10日前までに福祉対策課へ申し込んでください。
●会　　場　日出町保健福祉センター　母子保健室
●問 合 先　福祉対策課　子育て支援係　☎７３－３１２１

お母さん教室の開催

日　　時 内　　容 持ってくるもの

①
5月1日(金) 
10時～11時30分

「お母さんと子どもは守ら 
　れています」 
・母と子の制度のお話 
・妊娠中の過ごし方

・母子健康手帳 
・母子健康手帳を 
　交付した際に配 
　布した資料 
・筆記用具 
・②の講座はエプ 
　ロンと三角巾が 
　必要です

②
5月13日(水) 
10時～12時30分

「妊娠・授乳期の食事」 
・管理栄養士によるお話 
・調理実習

③
5月20日(水) 
10時～11時30分

「楽なお産をするために」 
・お産のしくみのお話 
・おっぱいのお話



今月のお知らせまちの掲示板

平
成
21
年
度
奨
学
生
募
集

　

大
分
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
弟

で
、
高
等
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程
・

高
等
専
門
学
校
に
在
学
す
る
人
を
対
象
に

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

４
月
上
旬
〜
５
月
中
旬

＊
在
学
す
る
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
。

▼ 

貸
与
期
間　

平
成
21
年
４
月
か
ら
在

学
す
る
学
校
の
標
準
修
業
期
間
の
終
わ

る
月
ま
で
。

▼
貸
与
月
額

○
国
公
立
（
自　

宅
）
１
８
，
０
０
０
円

○
国
公
立
（
自
宅
外
）
２
３
，
０
０
０
円

○
私　

立
（
自　

宅
）
３
０
，
０
０
０
円

○
私　

立
（
自
宅
外
）
３
５
，
０
０
０
円

＊ 

貸
与
終
了
後
、
一
定
の
期
間
内
に
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊ 

こ
の
他
に
、
通
学
費
等
奨
学
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先　

（
財
）
大
分
県
奨
学
会

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

　

h
ttp
://w
w
w
.d
-b
.n
e.jp
/syo

gaku
/

県
民
意
見
募
集

　

大
分
県
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
社
会

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
公
共
交
通
を
利
用

し
な
が
ら
歩
い
て
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
多
く
の

人
々
が
利
用
す
る
大
規
模
集
客
施
設
の
立

地
誘
導
に
関
す
る
県
の
基
本
的
な
方
針
を

策
定
中
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
県
民
の

意
見
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
都
市
計
画
案
を
次
の
場

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼ 

閲
覧
場
所　

日
出
町
都
市
建
設
課
・
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼ 

応
募
方
法　

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
（
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
し
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限　

４
月
30
日
（
木
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
土
木
建
築
部

都
市
計
画
課　

〒
８
７
０
‐
８
５
０
１

大
分
市
大
手
町
３
丁
目
１
番
１
号　

☎

０
９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
５
９　

Ｆ
Ａ

Ｘ
０
９
７
‐
５
０
６
‐
１
７
７
８

　

Ｅ
メ
ー
ルa1

7
5
0
0
@
p
ref.o

ita.lg.jp

第
20
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
シ
ル

バ
ー
作
品
募
集

　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭
和
25
年
４

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
ア
マ
チ

ュ
ア
の
方
を
対
象
に
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

募
集
作
品　

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、

書
、
彫
刻
彫
塑
、
工
芸

▼ 

申
込
期
間　

４
月
15
日
（
水
）
〜
５
月

14
日
（
木
）

▼ 

申
込
書　

福
祉
対
策
課
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

▼
問
合
先　

福
祉
対
策
課

　

☎
73
‐
３
１
２
１

自
衛
官
等
募
集
案
内

▼
募
集
種
目

【
幹
部
候
補
生（
一
般
・
技
術
）】

○ 

対
象　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

（
22
歳
未
満
の
方
は
大
卒
見
込
み
者
を

含
む
）。
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者（
海

上
技
術
幹
部
候
補
生
志
願
者
は
理
工

学
部
修
士
学
位
取
得
者
に
限
る
）。
自

衛
官
は
28
歳
未
満
。

【
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
）
】

○ 

対
象　

専
門
の
大
卒
（
卒
業
見
込
み
者

を
含
む
）
。
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

（
薬
剤
は
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者)

。

薬
剤
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満
。

▼ 

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
〜
５
月

12
日
（
火
）

▼ 

問
合
先　

自
衛
隊
大
分
地
本
別
府
地
域

事
務
所
☎
24
‐
１
６
４
５

健
康
教
室
へ
の
参
加
団
体
を
募
集

　

医
療
法
人
平
成
会
は
町
民
の
健
康
増
進

の
た
め
、
地
区
の
公
民
館
に
出
向
き
、
健

康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
区
ご
と
や
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
20
人
以
上
の

集
ま
り
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
開
始　

４
月
13
日
（
月
）
〜
随
時

（
申
込
順
）

▼
日
程
・
講
師
・
テ
ー
マ

○ 

５
月
・
酒
井
祐
一
院
長
・「
骨
そ
し
ょ
う

症
に
つ
い
て
」

○ 

７
月
・
竹
尾
浩
敏
医
師
・「
糖
尿
病
に
つ

い
て
」

○ 

９
月
・
理
学
療
法
士
・「
転
倒
予
防
に
つ

い
て
」

○ 

11
月
・
井
上
敏
医
師
・
「
膝
の
痛
み
に

つ
い
て
」

○ 

平
成
22
年
１
月
・
管
理
栄
養
士
・
「
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
も
糖
尿
病
に
も
効
果
的
」

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科



まちの掲示板 今月のお知らせ

○ 
平
成
22
年
３
月
・
酒
井
晃
治
医
師
・「
脳

の
病
気
に
つ
い
て
」

＊
詳
細
日
程
は
、
相
談
の
う
え
決
定
。

▼ 

申
込
・
問
合
先　

平
成
会
サ
ン
ラ
イ
ズ

酒
井
病
院
☎
72
‐
２
２
６
６

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の
夏
休
み

海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
（
財
）
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

の
た
め
の
夏
休
み
海
外
派
遣
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

体
験
を
と
お
し
て
お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

▼ 

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
な
ど

▼ 

日
程　

７
月
24
日
（
金
）
〜
８
月
16
日

（
日
）
の
8
日
間
か
ら
18
日
間

▼
参
加
費　

19
万
か
ら
49
万
８
千
円

▼
応
募
締
切　

６
月
５
日
（
金
）
。

　

事
業
に
よ
り
15
日
（
月
）

▼ 

問
合
先　

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協

会
☎
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す

▼
と　

き　

４
月
16
日
（
木
）
15
時
〜

▼ 

と
こ
ろ　

こ
う
ま
つ
循
環
器
科
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

▼
テ
ー
マ　

慢
性
腎
臓
病
の
診
断
と
治
療

　

〜
ご
存
知
で
す
か
？

８
人
に
１
人
は
慢
性
腎
臓
病
〜

▼
参
加
費　

無
料

＊
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▼ 

申
込
・
問
合
先　

こ
う
ま
つ
循
環
器
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
73
‐
０
０
７
７

県
病
健
康
教
室

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
立
病
院
３
階
講
堂

▼
演
題
・
と
き

○ 

大
分
の
産
科
医
療
に
つ
い
て
・
４
月
21

日
（
火
）

○
小
児
の
心
臓
病
・
５
月
19
日
（
火
）

＊
入
場
無
料
で
参
加
自
由
。

▼
問
合
先　

大
分
県
立
病
院

　

☎
０
９
７
‐
５
４
６
‐
７
１
１
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
と
き　

６
月
28
日
（
日
）
10
時
〜

＊ 

試
験
会
場
や
試
験
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

願
書
の
配
布
場
所　

各
地
域
消
防
本
部

予
防
課

▼ 

願
書
受
付
期
間　

４
月
21
日
（
火
）
〜

５
月
８
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
大
分
県
支
部　

　

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

国
税
専
門
官
採
用
試
験

▼
受
験
資
格　

○ 

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。（
学
歴
不
問
）

○ 

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方
、
お

よ
び
平
成
22
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
方
。

▼
受
付
期
間　

４
月
14
日
（
火
）
ま
で

▼
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

▼
一
次
試
験　

６
月
14
日
（
日
）

▼
問
合
先　

熊
本
国
税
局
人
事
第
２
課

　

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種（
税
務
）試
験

▼ 

受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼ 
受
付
期
間　

６
月
23
日
（
火
）
〜
６
月

30
日
（
火
）

▼
試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

▼
一
次
試
験　

９
月
６
日
（
日
）

▼
問
合
先　

別
府
税
務
署

　

☎
23
‐
２
１
１
１



今月のお知らせまちの掲示板

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
を
！

　

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
。
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
検

察
審
査
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

▼
問
合
先　

大
分
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

遺
言
相
談
、
成
年
後
見
相
談
、
法
人
設

立
、
不
動
産
関
連
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
15
日
（
水
）
13
時
〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
市
城
崎
町
１
‐
２
‐
３

大
分
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階　

大

分
県
行
政
書
士
会

▼
問
合
先　

大
分
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

職
業
病
に
つ
い
て
の
電
話
相
談

　

大
分
県
内
の
職
業
病
に
罹
患
し
た
労
働

者
救
済
を
目
的
に
電
話
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

▼
受
付
時
間　

月
〜
金
（
９
時
〜
17
時
）

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

　

☎
０
１
２
０
‐
９
２
０
９
５
７

▼
問
合
先　

建
交
労
九
州
支
部
大
分
分
会

　

☎
０
９
７
２
‐
２
３
‐
４
５
５
５

表
示
登
記
等
に
関
す
る
無
料
相
談
会

▼ 

相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の
登
記
、
土

地
境
界
の
調
査
・
測
量
、
土
地
境
界
に

関
す
る
問
題
。

▼
と
き　

４
月
23
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

日
出
町
中
央
公
民
館　

青
年

　

研
究
室

▼
問
合
先　

大
分
県
公
共
嘱
託
登
記
土
地

　

家
屋
調
査
士
協
会

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
６
３
３
６

行
政
書
士
会
の
無
料
相
談
会

　

遺
言
書
、
交
通
事
故
関
係
、
内
容
証
明
、

法
人
設
立
、
営
業
許
可
申
請
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
12
日
（
日
）
13
時
〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

別
府
市
社
会
福
祉
会
館
中
会

議
室

▼
相
談
時
間　

30
分
程
度

▼ 

問
合
先　

大
分
県
行
政
書
士
会
別
府
支

部

　

☎
０
５
０
‐
３
４
４
４
‐
５
６
７
５

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
ろ
う

　

日
中
の
気
温
は
40
度
、
朝
晩
は
３
度
。

ア
フ
リ
カ
の
高
地
の
一
日
の
気
温
で
す
。

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
、
内
戦
・
ふ
ん
装

な
ど
、
現
地
の
人
々
は
過
酷
な
状
況
に
お

か
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
１
枚
の

毛
布
は
貴
重
な
も
の
で
す
。
毛
布
の
寄
附

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

毛
布
１
枚
を
現
地
に
届
け
る
の
に
、
送

料
と
し
て
９
０
０
円
か
か
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
期
間　

５
月
31
日
（
日
）
ま
で

▼ 

問
合
先　

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
大

分
地
区
協
議
会

　

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
８
７
７
０

犬
と
猫
の
引
取
手
数
料

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
、
飼
い
主
の

い
る
犬
や
猫
の
引
取
り
を
保
健
所
に
依
頼

す
る
場
合
に
は
、
次
の
と
お
り
手
数
料
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

新
た
な
飼
い
主
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合

に
は
殺
処
分
さ
れ
ま
す
。
引
き
取
る
方
が

い
な
い
場
合
は
必
ず
不
妊
手
術
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
手
数
料　

○ 

生
後
91
日
以
上
の
犬
１
頭
に
つ
き
２
，０

あなたの専属ドライバー

ご予約大
歓迎！

まずはお
電話で

ご相談下
さい。

お出かけをあきらめていませんか？

こんな時にご利用を!!　さあ！一緒にでかけましょう！
買い物、観劇、コンサート、サークル活動、行楽、旅行、各種施設への通院
の送迎、ご親戚、ご友人宅への訪問、冠婚葬祭、お食事会、ちょっとそこまで

あなたの専属ドライバー

単独で移動が困難な方が
　　　　　　ご利用できます
単独で移動が困難な方が
　　　　　　ご利用できます

http：keroronpapa.web.fc2.com/ 日出町豊岡6164-11

ひらつかひらつか
福祉タクシー福祉タクシー

お電話一本でご自宅から目的地まで

でんわ0977-72-1424

初乗り運賃

600円
初乗り運賃

600円

消化器科・肛門科・外科・内科・泌尿器科・人工透析

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

速見郡日出町藤原1691番地1

TEL㈹  0977-73-2151

併 設 施 設

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人



まちの掲示板 今月のお知らせ
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４
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　ＮＨＫのラジオ第１放送で毎週月曜日に放送している
演芸番組「真打ち競演」の公開録音を日出町で行います。
　漫才・漫談・落語でその道を極めた選りすぐりの出演者
による楽しい話芸を観覧したいという方は、下記要領で申
し込んでください。
　
●と　　き　6月10日（水）２本収録を行います。
　　　　　　開場18時　収録18時30分～20時30分
●会　　場　日出町中央公民館
●出　　演　【 １本目】（コント）コント山口君と竹田君・

（漫談）松鶴家千とせ・（落語）柳亭市馬
　　　　　　【 ２本目】（漫才）ビックボーイズ・（ものま

ね）江戸屋小猫・（落語）柳家さん喬
●放送予定 【１本目】・・6月29日（月）
　　　　　 【２本目】・・7月  6日（月）
           　　＊時間は9時5分～9時55分。
　　　　　　＊ＮＨＫラジオ第１放送で放送。
●費　　用　無料
●応募方法　 郵便往復はがきで申し込んでください。（１

枚につき２名まで記入可能）
　　　　　　 「往信用裏面」に郵便番号、住所、氏名、電

話番号を、｢返信用表面」に郵便番号、住所、
氏名を明記してください。

●応募締切　5月15日（金）必着
＊ 応募多数の場合は抽選のうえ、入場整理券を5月26日
頃に発送します。(１枚で２名まで入場可能）

＊１歳以上のお子さんから入場整理券が必要です。
●応募 ･問合先　 〒 870-8660（住所不要）ＮＨＫ大分放送

局「真打ち競演」係　☎ 097-533-2813
　　　　　　　 （平日10時～18時）

本格的な漫才・漫談・落語を
生で聞いてみませんか？

「真打ち競演」公開録音

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



　昨年の夏、別府湾に
ホウボウの幼魚が大量
発生し、底びき網に入
った。大きさ７～８㎝
で、春に生まれた当歳
魚である。
　順調に育てば、今年
の夏は20㎝を超え、

秋には市場にお目見えするはずだ。毎年、深江漁港の朝市に
は晩秋から冬季に多くなる。
　このホウボウ。体の色は赤褐色でまだら模様。頭が大きく、
胸びれが広くて大きい。胸びれの裏は鮮やかなコバルトブル
ーで濃い緑色の斑点が目をひく。
　夜になると、胸びれが変化した左右６本の歩脚で海底を探
訪し、好物のゴカイやエビをあさる。その歩脚には味蕾（み
らい）もあってエサの味見もするらしい。
　さらに危険を察知すると浮き袋を収縮させて､｢グーグー」
と怪音を発する。
　産卵は冬に行われ直径１㎜ほどの浮性卵を産む。３年で成
魚となり、５年で40cmほどに達する。
　分類上はカサゴ目ホウボウ科に属し、仲間にはカナガシラ
がいる。カナガシラはウロコが大きく胸びれはやや小さい。
色や模様が地味なので見分けやすい。
　ホウボウは白身で味が淡白なため、いろいろな料理に適し
ている。鍋物、刺身、焼き物、揚げ物、煮物など何でも美味
しい。

　しかし何と言っても鮮度がよくて大ぶりのものは刺身を
お勧めしたい。やや赤味がかった身をうす切りし、湯通し
した肝と浮き袋を添えると食感が増し最高の酒の肴となる。
　また寒い夜にはちり鍋もいい。ウロコやヒレを落としてぶ
つ切りにし、豆腐などとちり鍋にした味覚はなかなかに素晴
らしい。舌ざわりのいい赤い皮に包まれた白い身がグツグツ
煮えたところをネギとカボスを入れた醤油に浸して食べる
とその味は格別だ。
　それにしてもアゲハチョウの羽のように大きく、美しい胸
びれにはどんな役目があるのだろうか。
海の生き物は神秘的で不可解なことが多い。

  暘谷の恵み“おさかな談義”
その５ ホウボウの話

・刺身

・肝の湯引き

・アラの吸いもの

・煮付け

・酒蒸し

４月５日(日) サンライズ酒井病院 72－2266

　　12日(日) 鈴 木 病 院 73－2131

　　19日(日) 八重眼科医院 73－1221

　　26日(日) 川 崎 診 療 所 28－1611

　　29日(水) てしまこどもの杜クリニック 28－0870

５月３日(日) 江 本 眼 科 28－1700

　　４日(月) こうまつ循環器科内科クリニック 73－0077

　　５日(火) 島田内科クリニック 28－0280

　　６日(水) すずらんクリニック 73－2151

　　10日(日) 松本整形外科クリニック 73－2775

　　17日(日) さ く ら 医 院 28－0777

　　24日(日) 日出中央医院 72－2534

　　31日(日) 日出児玉病院 72－2724

　　※診療時間　9:00～17:00

　　※発行後に変更になる場合があります。

　　　各医療機関や日出町健康増進課　

　　　73－3130にご確認ください。

４月の納税等　納期限　４月30日(木)
  上 下 水 道 料  ４月分

４月の主な行事

10日(金)
13日(月)
14日(火)
26日(日)

・各中学校入学式
・各小学校入学式
・各町立幼稚園入園式
・各地区体育祭
　（南端地区を除く）
　　各小学校グラウンド

日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医

日
出
町
の
人
の
う
ご
き （　）内は前月比

      　内は昨年４月１日比

人　 口 28,537 （± 0） ＋ 114
　　　 男 13,684 （ー 2） ＋ 25
　　　 女 14,853 （＋ 2） ＋ 89

世帯数 11,241 （＋ 8） ＋ 88
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（± 0）
（ー 9）
（＋ 10）
（＋ 9）
（ー 6）
（ー 4）

321
7,173
5,814
3,840
5,842
5,547

平成21年3月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口
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農林水産課水産専門員　上城　義信（談）


